
　

｜
開
学
５０
周
年
を
迎
え
た
２

０
０
７
年
８
月
に
第
２５
代
学
長

に
就
任
さ
れ
て
か
ら
１
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

吉
田　

創
立
時
は
高
度
経
済

成
長
時
代
で
あ
り
、
自
主
・
自

立
を
伝
統
と
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
の
大
衆
化
、
全
入
時
代
を

迎
え
、
社
会
と
学
生
の
ニ
ー
ズ

も
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
本
学
も
、
教
育
・
研
究
機
関

と
し
て
求
め
ら
れ
る
指
導
内
容

や
役
割
を
大
き
く
変
え
る
べ
き

時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
内
容
は
専
門
的
知
識
だ

け
で
な
く
、
基
礎
教
育
や
進
路

も
含
め
た
学
び
方
や
生
き
方
を

学
生
に
教
え
る
必
要
が
出
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
が
現
実

社
会
と
は
離
れ
た
「
象
牙
の
塔
」

で
は
な
く
、
地
域
に
貢
献
し
、

地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く

「
知
の
拠
点
・
活
性
化
の
拠
点
」

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
就
任

以
来
こ
の
２
点
に
つ
い
て
教
職

員
と
協
力
し
、
新
時
代
の
大
学

づ
く
り
の
改
革
を
い
く
つ
か
進

め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

｜
近
年
の
取
り
組
み
と
し
て

地
域
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
よ
る
リ

レ
ー
講
義
や
内
閣
府
と
連
携
し

た
「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大
学
と
地
域

社
会
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

吉
田　

文
部
科
学
省
が
優
れ

た
教
育
的
取
り
組
み
を
評
価
す

る
「
Ｇ
o
o
d  

Ｐ
r
a
c
t
i

c
e
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
２
０
０

６
年
度
を
除
く

03
年
度
か
ら
07

年
度
ま
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、

08
年
度
も
「
戦
略
的
大
学
連
携

支
援
事
業
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
地
域

と
の
関
係
を
柱
に
し
た
内
容
で

す
。
本
学
の
地
域
に
根
差
し
た

教
育
・
研
究
は
、
全
国
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
採
択
さ
れ
た
事
業
に

は
２
つ
あ
り
ま
す
。
「
地
方
の
元

気
再
生
事
業
」
は
、
実
行
委
員

会
方
式
で
高
崎
市
、
本
学
、
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
さ
ら
に
国

の
政
策
に
か
か
わ
る
人
材
育
成

を
行
う
東
京
の
政
策
研
究
大
学

院
大
学
が
連
携
し
て
ま
ち
の
再

生
・
元
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
ほ
か
の
大
学
と
取
り
組
む

点
が
新
し
い
試
み
で
す
。

　

「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」

は
、
本
学
と
政
策
研
究
大
学
院

大
学
を
中
心
に
成
蹊
大
法
科
大

学
院
大
学
を
加
え
た
３
者
が
連

携
し
て
、
知
的
財
産
に
関
す
る

新
し
い
教
育
モ
デ
ル
を
作
っ
て

い
く
事
業
で
す
。
特
許
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
知
的
財
産

が
、
高
崎
市
の
振
興
に
と
っ
て

果
た
せ
る
役
割
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
来

年
度
に
向
け
て
単
位
互
換
制
度

を
開
始
し
ま
す
。
中
央
と
地
方

と
い
う
新
し
い
枠
組
み
で
連
携

し
、
新
し
い
地
域
貢
献
・
再
生

を
考
え
て
い
く
こ
と
に
、
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

｜
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

学
生
に
向
け
て
ど
ん
な
支
援
を

し
て
い
ま
す
か
。

　

吉
田　

大
学
で
何
を
学
ぶ
の

か
に
着
目
し
、
08
年
度
か
ら
初

年
度
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

地
域
政
策
学
部
で
は
、
読
書
や

リ
ポ
ー
ト
の
ま
と
め
方
な
ど
の

「
日
本
語
論
文
指
導
」
を
導
入
。

経
済
学
部
で
は
「
市
場
と
経
済
」

「
企
業
と
会
計
」
の
入
門
コ
ー
ス

を
設
定
。
い
ず
れ
も

10
｜
20

人

の
少
人
数
制
の
講
義
形
式
で
き

め
細
か
く
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
国

際
化
を
視
野
に
入
れ
た
英
語
教

育
で
す
。
地
域
政
策
学
部
で
は
数

年
前
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
全
員

受
験
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年

度
か
ら
は
経
済
学
部
に
も
導
入
。

試
験
に
対
応
し
た
能
力
別
・
少

人
数
制
の
ク
ラ
ス
編
成
で
指
導

し
、
ネ
ー
テ
ィ
ブ
の
先
生
も
多

数
指
導
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
宅
学

習
で
き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
両
学
部
で
実
施
し
ま
す
。

大
学
の
英
文
科
を
除
く
と
全
国

的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
育

内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
教
育
の
面
で
も
４
０
０

０
人
の
学
生
全
員
が
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
持
ち
、
約
５
０
０
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
そ
ろ
え
る
な
ど

設
備
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
専
門
教
育
・
国
際
化
・

情
報
化
の
充
実
が
教
育
面
で
の

大
き
な
改
革
で
す
。

　

就
職
活
動
は
、
上
毛
新
聞
社

と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
同
窓

会
の
協
力
に
よ
る
模
擬
面
接
、

教
職
員
が
各
企
業
を
訪
問
し
て

行
う
情
報
収
集
な
ど
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

　

全
学
生
４
０
０
０
人
の
う
ち

３
０
０
０
人
が
親
元
を
離
れ
て

下
宿
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
の

で
、
学
生
が
孤
立
し
な
い
よ
う

な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
毎
月
１
回
、
学
生
の
「
環

境
問
題
検
討
委
員
会
」
を
開
き
、

相
談
窓
口
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

教
職
員
の
間
で
情
報
交
換
を
重

ね
て
学
生
の
心
の
ケ
ア
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　

｜
４
月
に
完
成
す
る
新
教
室

棟
に
つ
い
て
。

　

吉
田　

鉄
骨
造
り
６
階
建
て

の
建
物
に
な
り
ま
す
。
１
階
に
、

現
在
あ
る
食
堂
の
１
・
５
倍
の

広
さ
の
食
堂
を
整
備
し
ま
し
た
。

食
は
学
生
生
活
の
原
点
で
も
あ

り
、
10
年
間
で
学
生
数
が
倍
増

し
て
手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２
階
に
就
職
活
動
関
係
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
取
り
、
学
生
の
交

流
の
場
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
階
段
教
室
や
演

習
室
、
英
語
・
情
報
学
習
用
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
も
設
置
。
大
学

の
根
幹
の
部
分
を
充
実
し
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
の
１
つ
と
し
て
建

設
委
員
会
の
発
案
を
採
用
し
、

食
堂
の
天
井
に
は
倉
渕
産
の
杉

を
利
用
。
学
生
に
と
っ
て
居
心

地
の
良
い
空
間
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

｜
今
後
の
６０
年
、
１
０
０
年

に
向
け
て
目
指
す
方
向
な
ど
に
つ

い
て
。

　

吉
田　

地
域
と
国
際
化
と
い

う
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
融
合

し
、
国
際
的
な
大
学
に
飛
躍
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
教

員
の
教
育
方
法
の
研
修
を
始
め

ま
し
た
。
若
い
先
生
に
は
海
外

留
学
を
し
て
も
ら
い
、
国
際
的

な
視
野
や
研
究
能
力
を
身
に
付

け
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
て
い

ま
す
。
数
年
来
続
け
て
開
催
し
、

今
月
行
わ
れ
る
東
ア
ジ
ア
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
そ
の
一
環
で

す
。

　

本
学
の
学
生
は
非
常
に
自
主

性
が
強
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も

活
発
。
全
国
大
会
に
出
場
す
る

運
動
部
が
増
え
、
１
０
０
０
人

規
模
で
行
わ
れ
る
山
梨
県
の
都

留
文
科
大
と
の
対
抗
戦
、
鶴
鷹

祭
も
す
べ
て
学
生
の
自
主
運
営

で
何
十
年
も
続
い
て
い
ま
す
。

学
生
の
元
気
と
や
る
気
を
支
援

し
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
非

常
に
重
要
で
す
。

　

今
後
も
地
域
振
興
や
地
域
再

生
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高

崎
市
や
県
と
共
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
。
地
方
に
お
け
る

教
育
・
研
究
の
拠
点
と
し
て
大

学
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
も

高
崎
市
民
・
同
窓
会
・
後
援
会

と
の
連
携
、
協
力
を
さ
ら
に
緊

密
に
し
た
い
で
す
。
少
子
化
に

よ
る
大
学
間
競
争
を
乗
り
切
り
、

新
し
い
大
学
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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他
大
学
と
考
え
る

新
し
い
地
域
貢
献

専
門
・
英
語
教
育

情
報
化
を
充
実

食
堂
を
整
備

就
職
相
談
室
も

学
生
の
元
気
と

や
る
気
を
支
援

大 学 目 指し 改 革 進 め る
高
崎
経
済
大
学
長

吉
田　

俊
幸 

氏

　

２
０
０
７
年
に
開
学
５０
周
年
を
迎
え
た
高
崎
経
済
大
は
、
現
在
２
学
部

５
学
科
、
大
学
院
も
設
置
さ
れ
学
生
数
４
０
０
０
人
の
大
学
と
な
っ
た
。

１
９
９
６
年
に
は
全
国
初
の
地
域
政
策
学
部
を
設
立
。
地
域
に
根
差
し
た

知
の
拠
点
と
し
て
歩
み
続
け
て
い
る
。
地
域
・
国
際
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

教
育
・
研
究
内
容
の
深
化
を
進
め
る
同
大
に
、
４
月
、
新
教
室
棟
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
今
後
の
６０
年
、
１
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
同
大
の
吉
田
俊
幸
学
長
に
今
後
の
方
向
と
新
施
設
に
つ
い
て
聞
い
た
。

7号館
新教室棟

連
携
深
め
地
域
と
発
展

大
き
く
変
わ
る

社
会
的
役
割

よしだ・としゆき　1948年生まれ。東京大農学部卒、同

農学系大学院博士課程修了。農学博士。（財）農政調査委

員会の国内調査部長を経て1996年、高崎経済大地域政

策学部教授。2007年8月、高崎経済大第25代学長に就任。

4000人の学生が学ぶキャンパス

さ
い

か
く
よ
う

国 際

２
階
の
就
職
活
動
用
の
フ
ロ
ア
。
左

手
奥
が
資
料
室
、
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
に

就
職
係
の
担
当
者
が
常
駐
す
る
。
手

前
が
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス

１
階
の
食
堂
は
床
が
タ
イ
ル
張
り

で
天
井
は
杉
板
を
使
用
。
春
か
ら

は
学
生
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
空
間
に

烏川沿いに建てられた新教室棟はやさしい

ベージュ色の建物

大型スクリーンを使って講義を行う階段教室。内部の壁は音を吸収する素材を使っている

太
陽
光
発
電
を
設
置

　

２
０
０
６
年
に
地
域
政
策
学

部
観
光
政
策
学
科
を
設
置
し
た

こ
と
な
ど
に
伴
う
教
室
や
食
堂

の
不
足
を
解
消
し
、
教
育
内
容

の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に

建
設
し
て
い
た
新
教
室
棟
（
７

号
館
）
が
、
完
成
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
左
奥
に
あ
り
烏

川
を
望
む
同
館
は
、
鉄
骨
造
り

６
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
約

５
６
７
０
平
方
。

外
壁
は
雨

で
汚
れ
が
落
ち
る
性
質
を
持
っ

た
タ
イ
ル
張
り
で
、
屋
上
に
は

最
大
出
力

30
の
発
電
が
で

き
る
太
陽
光
発
電
を
設
置
、
同

館
の
電
気
使
用
量
の
６
｜
８
％

を
賄
う
環
境
に
優
し
い
設
備
を

備
え
て
い
る
。

交
流
・
憩
い
の
場
に

　

固
定
席
が
４
３
０
席
あ
る
１

階
の
食
堂
は
、
天
井
に
旧
倉

渕
村
の
杉
材
を
使
っ
た
温
か

い
雰
囲
気
。
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
メ
ニ
ュ
ー
で
学
生
た
ち
の

旺
盛
な
食
欲
を
満
た
し
て
く

れ
る
。
２
階
に
は
就
職
活
動

を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
相
談
室
や
資
料
室
を
設

け
た
ほ
か
、
学
生
た
ち
の
交

流
や
憩
い
の
場
と
な
る
広
い

ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。

　

３
・
４
階
は
吹
き
抜
け
の

階
段
教
室
で
車
い
す
用
の
２

席
を
含
む
５
２
０
席
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
参
加

す
る
リ
レ
ー
講
義
や
各
種
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
こ
こ
で

開
か
れ
る
予
定
。

　

大
学
が
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
学
習

や
英
語
・
情
報
教
育
の
中
心

を
担
う
の
が
、
５
階
に
ず
ら
り

と
並
ん
だ
演
習
室

11
室
と
６

階
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
だ
。
今

春
か
ら
全
学
生
が
受
験
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
向
け
て
の
学

習
な
ど
の
英
語
能
力
向
上
を

目
指
し
た
授
業
が
行
わ
れ
る
。

　

２
階
以
上
の
フ
ロ
ア
は
カ

ー
ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
各
教

室
の
案
内
表
示
な
ど
に
は
ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
と
同
じ
緑
色

が
使
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
の
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

新
教
室
棟
（
7
号
館
）
完
成

案内表示はエコロジー

を意識したスクール

カラーの緑色で統一

環
境
整
え
知
の
拠
点
に

　

高
崎
経
済
大
学
は
、
商
都
高
崎
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
学
術
研
究
を
担

う
４
年
制
大
学
と
し
て
１
９
５
７
（
昭

和
32
）
年
に
設
置
さ
れ
、
２
０
０
７

（
平
成
19
）
年
に
は
開
学
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

大
学
の
も
つ
「
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う
教
育

理
念
は
、
今
日
ま
で
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
96
（
平
成
８
）
年

に
は
、「
地
域
分
権
時
代
を
担
う
官

民
諸
分
野
の
人
材
の
育
成
」
を
目
指

し
、
日
本
で
最
初
と
な
る
地
域
政
策

学
部
を
開
設
し
、
経
済
学
部
と
合
わ

せ
た
２
学
部
制
と
す
る
な
ど
、
大
学

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
学
を
設
置
す
る
高
崎
市
で
は
、

学
生
増
に
よ
っ
て
不
足
す
る
施
設
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

学
生
か
ら
要
望
の
多
い
食
堂
の
増
設

や
少
人
数
教
育
の
推
進
、
就
職
支
援

の
充
実
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材

育
成
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
に
７
号
館
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
学
生
諸
君
の
夢
の
実

現
と
地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を

図
る
な
ど
高
崎
経
済
大
学
を
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今後もバックアップ

高
崎
市
長

　

松
浦 

幸
雄 

氏

　

新
教
室
棟
の
完
成
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
は
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

に
開
学
50
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
飛
躍
を
図

る
今
、
新
教
室
棟
は
誠
に
時
宜
を
得

た
施
設
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
は
、

学
生
に
向
け
就
職
の
た
め
模
擬
面
接

を
行
う
な
ど
の
活
動
が
好
評
を
得
て

お
り
ま
す
が
、
新
た
な
建
物
に
は
就

職
活
動
支
援
の
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
長
と
し
て
全
国
を
回
る
た

び
О
Ｂ
、
О
Ｇ
の
活
躍
を
見
聞
き
し

ま
す
。
在
校
生
、
ま
た
本
学
へ
の
志

願
者
に
は
、
先
輩
諸
氏
の
切
り
開
い

た
道
の
上
に
立
ち
、
さ
ら
な
る
前
進

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

高
崎
は
人
情
が
厚
く
、
心
の
機
微

が
通
じ
る
街
で
す
。
学
生
は
、
こ
の

優
れ
た
地
域
性
を
生
か
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
勉
学
だ
け
で
な
く
、
社
会

に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
人
と
人
と
の

か
か
わ
り
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

大
学
で
過
ご
す
４
年
間
は
一
生
の

宝
物
で
す
。
高
崎
経
済
大
学
の
卒
業

生
、
在
校
生
に
は
公
立
大
学
の
教
育

機
関
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
も
ら
い

た
い
と
希
望
し
ま
す
。

一層の前進に挑戦を

同
窓
会
長

　

市
川 

豊
行 

氏

　

新
教
室
棟
が
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び

と
な
り
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

高
崎
経
済
大
学
後
援
会
は
、
大
学

の
施
設
・
設
備
お
よ
び
教
育
研
究
活

動
を
助
成
し
、
も
っ
て
大
学
教
育
の

充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
財
団
法
人
で
す
の
で
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
は
、
後
援

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
教
室
棟
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

演
習
室
、
食
堂
等
が
設
置
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
り
教
室
不
足
や
食
堂
の
混
雑

等
、
諸
問
題
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
中
で
も
特

に
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
が
設
置
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
学
生
の
就
職
活
動

へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
を
大
い
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
後
援
会
は
、
大
学
や
同
窓

会
と
連
携
し
、
学
生
が
よ
り
良
い
大

学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
尽
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
が
新
た
な
躍
進
へ
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
高
崎
経
済
大
学
が

ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
を
き
わ
め
ら
れ

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

躍進へのスタートに

後
援
会
理
事
長

　

井
上
達
之
助 

氏

（順不同）

講
義
風
景


